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20 years ago, who thought water was a global priority? 
 

We did. 

（World Water Council （世界水会議）が2016年に作成した、設立20周年映像より） 
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国際的水資源問題に関する議論の流れ 

2003 G8 エビアンサミット・・・持続可能な開発に向けて、「水」に関する行動計画を採択 

2008 G8 洞爺湖サミット・・・5年ぶりに水問題が取り上げられ、アフリカ及びアジア太平洋地域での取組強化について確認 
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持続可能な開発目標（SDGs） 

目標１. 貧困・飢餓 

目標２. 初等教育 

目標３. ジェンダー 

目標４. 乳幼児死亡率 

目標５. 妊産婦の健康 

目標６. 感染症 

目標７. 環境（7C. 水と衛生） 

目標８. グローバルなパートナーシップ 

目標 1. 貧困 

目標 2. 飢餓・食料・農業（2.4 水災害等への適応） 

目標 3. 
健康・福祉（3.3 水系感染症等、3.9 水質等に係る死亡・疾
病） 

目標 4. 教育・生涯学習 

目標 5. ジェンダー 

目標 6. 
水と衛生・持続可能な管理 

（水と衛生、排水処理・利用、水利用効率、統合水資
源管理、生態系保全・回復ほか） 

目標 7. エネルギーへのアクセス 

目標 8. 経済成長・雇用 

目標 9. インフラ・産業・技術革新 

目標 10. 格差の是正 

目標 11. 都市・人間居住（11.5 水関連災害等） 

目標 12. 生産・消費（12. 4 水等への化学物質・廃棄物放出削減） 

目標 13. 気候変動 

目標 14. 海洋（14.7 水産養殖等を通じた経済便益） 

目標 15. 
陸域生態系・森林・砂漠化・生物多様性（15.1 淡水生態系
等、15.3 土壌回復（砂漠化・水災害）） 

目標 16. 平和、司法へのアクセス、制度 

目標 17. グローバルなパートナーシップ 

ミレニアム開発目標（MDGs） 

 - 環境のゴールに「水と衛生」 

 

持続可能な開発目標（SDGs） 

  - 独立した水に関するゴール 

  - 水災害など多くの水問題も反映 
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１．アジア・太平洋水フォーラムと、水サミット 

（１）アジア・太平洋水フォーラム（Asia-Pacific Water Forum; APWF） 
 

○ アジア・太平洋地域の水問題に対して、 

      - 地域の声を取りまとめ、世界の優先課題にすることを目指す 

      - 地域の英知を結集し、課題の解決を目指す 

○ 第4回世界水フォーラム（2006年、メキシコ）にて設立宣言 

○  2006年9月、マニラのADB本部内で、発足式典 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   （2006.03, 第4回世界水フォーラム（於メキシコ）にて）            （2006.09, ADB本部にて） 6 



（２）第１回アジア・太平洋水サミット 

〇 日時：2007年（平成19年）12月3日 - 4日 

〇 場所：日本（大分県別府市） 

〇 テーマ：Water Security: Leadership and Commitment 

〇 参加者：日本の皇太子殿下、オランダの皇太子殿下（当時）、 

                  首脳級10名、大臣級32名を始め、合計371名が参加 

                  UNESCO事務局長、ADB総裁等も参加 

〇 成果：- 「別府からのメッセージ」の採択 

              - 首脳級会合として、初めて水災害を重要問題として位置づけ 
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１．アジア・太平洋水フォーラムと、水サミット 



（３）第２回アジア・太平洋水サミット 

〇 日程：2013年5月19日（日）-20日（月） 

〇 場所：タイ（チェンマイ） 

〇 テーマ：Water Security and Water-related Disaster Challenges,  

                Leadership and Commitment 

〇 参加者：首脳級18カ国、閣僚級16名、を含む300名以上が参加 

〇 成果： 「チェンマイ宣言」を採択。2011年のタイ洪水の経験から、 

                災害リスクの低減を、ポスト・MDGsに組込むことを提言 
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１．アジア・太平洋水フォーラムと、水サミット 



 第８回世界水フォーラム開催概要 

 期 間：2018年3月18日（日）～23日（金） 

 開催地：ブラジル・ブラジリア 

 主 催：世界水会議（WWC）、 

       ブラジル連邦政府、ブラジリア連邦区 

 テーマ：Sharing Water 

 

 特徴 

 SDGs発表後、初のフォーラム 

 

 日本の参画意義 

 水分野での日本の貢献、技術力、 

   信頼性、存在感を国際社会に示す 

 第3回APWSを通じた地域プロセスへの貢献 
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日本パビリオン（第7回）  

閣僚円卓会議で議長を務める 
太田国土交通大臣（第7回） 

２．第８回世界水フォーラム と 

   第３回アジア・太平洋サミットに向けて 



第３回アジア・太平洋水サミット 

目標時期：2017年12月～2018年1月頃 

                        （第8回世界水フォーラムの前） 

テーマ：水の安全保障、及び、持続可能な開発目標（SDGs） 

                  の達成に向けたマルチパートナーシップ 

ホスト候補国 

• ミャンマー：ヤンゴン地域首相より、ぜひ開催したいという意向 

• 現在、ミャンマー政府内部で調整中 

２．第８回世界水フォーラム と 

   第３回アジア・太平洋サミットに向けて 
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アジア・太平洋水フォーラム１０周年 

アジア・太平洋水フォーラム（APWF）10周年 

世界水会議（WWC）20周年 11 

（平成28年7月。於シンガポール） 



ご清聴ありがとうございました 
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